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15　機械・装置

「
世
の
中
に
な
い
も
の
を
つ
く
る
の
だ
か
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
は
い
ら
な

い
。
市
場
は
自
ら
創
造
し
て
い
く
」

京
都
市
に
本
社
を
置
く
片
岡
製
作
所
の
片
岡
宏
二
会
長
は
、
こ
う
力
強
く
話
す
。

他
社
が
追
随
で
き
な
い
技
術
で
世
界
ト
ッ
プ
水
準
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル

ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
」
が
京
都
に
は
多
く
存
在
す
る
が
、
同
社
も
そ
の
１
社
。
２
０

１
７
年
に
経
済
産
業
省
の
「
地
域
未
来
牽
引
企
業
」
に
選
定
さ
れ
た
の
に
続
き
、
20

年
に
は
同
省
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
１
０
０
選
」
に
も
選
定
さ
れ
て

い
る
。

同
社
の
事
業
は
、
レ
ー
ザ
加
工
シ
ス
テ
ム
、
二
次
電
池
の
検
査
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

細
胞
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
装
置
な
ど
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
装
置
、
こ
の
３
つ
が
柱
で
あ

る
。
お
も
に
太
陽
電
池
や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
な
ど
の
電
子
部
品
の
精
密
加

工
に
使
わ
れ
る
レ
ー
ザ
加
工
シ
ス
テ
ム
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
、
米
国
、
欧
州
や
中

国
、
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
に
置
く
販
売
拠
点
を
通
じ
て
海
外
で
幅
広
く
展
開
。
直
径
10

㎛
と
い
う
超
微
細
な
穴
を
開
け
ら
れ
る
技
術
な
ど
が
各
国
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
充
放
電
検
査
シ
ス
テ
ム
も
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動

車
）
向
け
を
中
心
に
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
製
品
。
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
不
要
な

細
胞
を
取
り
除
く
細
胞
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
装
置
で
も
独
占
的
な
地
位
を
築
い
て
い
る
。

他
に
な
い
二
次
電
池
検
査
シ
ス
テ
ム

同
社
は
、
片
岡
会
長
が
兄
と
と
も
に
１
９
６
８
年
に
創
業
し
た
。
70
年
代
の
草
創

レーザ技術を中核に市場を創造する
グローバルニッチ企業

株式会社片岡製作所

世の中にないものを創出し、成長を重ねる

▲グローバルニッチトップ企業に育て上げた片岡会長（右）と2021年就任の吹田社長（左）

会社名読み
Kataoka Seisakusho
カテゴリ
機械・装置
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期
は
、
お
も
に
制
御
盤
や
マ
イ
コ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
製
造
し
て
い
た
が
、
80
年
代
に
入
る
と
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
組
立
機
な

ど
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
電
気
関
連
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
メ
ー
カ
ー
へ
と
転
身
し
て
い
っ
た
。

レ
ー
ザ
加
工
シ
ス
テ
ム
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ス
イ
ス
の
レ
ー
ザ
加
工
機
メ
ー
カ
ー
・
ラ
ザ
ッ
ク
社
と
の
出
会
い
で
あ

る
。
穴
開
け
や
切
断
な
ど
の
超
微
細
加
工
が
非
接
触
で
自
在
に
で
き
、
金
型
も
刃
の
交
換
な
ど
も
要
ら
な
い
レ
ー
ザ
加
工
は
、「
電

子
部
品
の
加
工
用
に
今
後
絶
対
に
伸
び
る
」
と
確
信
し
た
の
だ
。
そ
し
て
、
ラ
ザ
ッ
ク
社
と
の
提
携
で
つ
く
り
始
め
た
の
が
、
Ｙ
Ａ

Ｇ
（
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
・
ガ
ー
ネ
ッ
ト
）
結
晶
レ
ー
ザ
加
工
機
。
小
型
で
高
い
出
力
が
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｙ
Ａ

Ｇ
は
レ
ー
ザ
加
工
機
の
主
力
に
な
っ
て
い
く
が
、
片
岡
製
作
所
は
わ
が
国
で
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
会
社
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
電
子

部
品
の
品
質
を
下
げ
る
ス
パ
ッ
タ
（
金
属
微
粒
子
）
を
出
さ
ず
に
銅
も
溶
接
で
き
る
青
色
半
導
体
レ
ー
ザ
溶
接
機
や
、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
を
活
用
し
て
液
晶
の
画
素
欠
陥
を
取
り
除
く
リ
ペ
ア
（
修
正
）
装
置
な
ど
、
最
新
技
術
を
使
っ
た
製
品
を
次
々
に
開
発
し
、

世
に
出
し
た
。

二
次
電
池
の
充
放
電
検
査
シ
ス
テ
ム
も
、
ど
こ
も
手
が
け
て
い
な
い
製
品
だ
が
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
将
来
性
か
ら
考

え
、
必
ず
伸
び
る
と
の
確
信
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
細
胞
プ
ロ
セ
シ
ン
グ
装
置
も
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
は
培
養
時
に
で
き
る
余
分
な
細

胞
を
除
去
す
る
の
が
課
題
と
聞
き
、「
レ
ー
ザ
技
術
と
画
像
処
理
お
よ
び
A
I
を
活
用
し
て
不
要
な
細
胞
を
狙
い
撃
ち
で
死
滅
さ
せ

ら
れ
る
」
と
考
え
、
ど
こ
よ
り
も
早
く
実
用
化
し
た
と
い
う
。
ど
ち
ら
も
、
経
営
の
基
軸
で
あ
る
レ
ー
ザ
加
工
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

情
報
や
知
見
か
ら
生
ま
れ
た
製
品
。「
ま
っ
た
く
違
っ
た
分
野
に
は
行
か
な
い
」
と
の
姿
勢
は
徹
底
し
て
い
る
。

ト
ッ
プ
を
取
れ
ば
情
報
が
集
ま
る

ニ
ッ
チ
な
技
術
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
ト
ッ
プ
を
目
指
す
理
由
に
つ
い
て
、
片
岡
会
長
は
、「
ト
ッ
プ
を
取
れ
ば
情
報
が

早
く
入
っ
て
く
る
」
と
話
す
。
国
際
的
な
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
企
業
と
し
て
の
信
用
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
市
場
の
ニ
ー

ズ
は
何
か
、
困
り
ご
と
は
何
か
と
い
う
情
報
が
、
同
社
に
集
ま
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
。
片
岡
会
長
が
力
説
す
る
通
り
「
マ
ー
ケ
ッ
ト

▲レーザ技術を応用した細胞プロセシング装置
　光応答性ポリマーとレーザによる細胞除去が行える（写真左）

▲フィルム切断などが行えるレーザパターニング装置
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て
い
る
。
顧
客
と
共
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
納
得
の
い
く
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
る
た
め

だ
。
レ
ー
ザ
加
工
シ
ス
テ
ム
を
ト
ー
タ
ル
で
顧
客
に
提
供
で
き
る
技
術
力
に
、
こ
の
顧
客
に
寄

り
添
う
姿
勢
が
加
わ
り
、
国
際
的
な
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
の
地
位
を
確
保
し
続
け
て
い
る
の
が

同
社
で
あ
る
。
海
外
に
納
入
し
た
装
置
で
も
、
本
社
で
診
断
で
き
る
リ
モ
ー
ト
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

装
置
で
不
具
合
を
診
断
で
き
る
体
制
も
、
同
社
は
敷
い
て
い
る
。

今
後
は
２
０
２
３
年
の
着
工
を
目
標
に
、
現
在
の
本
社
に
隣
接
す
る
お
よ
そ
１
・
５
ha
の
土

地
に
新
本
社
と
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
新
工
場
を
建
設
す
る
。
ガ
ソ
リ
ン
車
か
ら
Ｅ
Ｖ
へ

の
転
換
が
進
む
こ
と
を
背
景
に
、
レ
ー
ザ
加
工
シ
ス
テ
ム
、
二
次
電
池
検
査
シ
ス
テ
ム
の
成
長

が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。
新
本
社
は
７
階
建
て
と
し
て
、
先
端
レ
ー
ザ
研
究
所
な
ど
の
研

究
施
設
を
建
物
内
に
収
容
。
次
に
本
社
の
近
隣
に
分
散
し
て
い
る
工
場
も
新
工
場
棟
に
集
約
す

る
。
販
売
拠
点
を
海
外
で
幅
広
く
展
開
す
る
同
社
だ
が
、
製
造
拠
点
が
あ
る
の
は
京
都
だ
け
。

そ
の
京
都
で
本
社
機
能
と
研
究
開
発
拠
点
、
製
造
拠
点
を
集
約
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
迅
速
な
意
思
決
定
と
、
開
発
・
製
造
が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
る
。

「
新
た
な
技
術
の
創
出
」
と
「
働
く
こ
と
が
誇
り
に
思
え
る
会
社
」
を
２
大
テ
ー
マ
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
掲
げ
続
け
る
と
言
う
片
岡
会
長
。
22
年
１
月
期
に
お
よ
そ
60
億
円
だ
っ
た
年
商

を
、
24
年
１
月
期
に
は
２
倍
強
の
１
３
０
億
円
に
引
き
上
げ
る
計
画
だ
。
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
株
式
公
開
）
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

リ
サ
ー
チ
は
不
要
」
な
の
で
あ
る
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
は
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
。「
会
社
及
び
株
主
・
全
従
業
員
の
繁
栄
を
追

求
す
る
」
と
社
是
に
も
謳
っ
て
い
る
通
り
、
同
社
は
従
業
員
を
大
切
に
す
る
会
社
で
あ
る
。
働
く
意
欲
を
高
め
る
た
め
、
経
営
者
と

従
業
員
の
対
話
を
重
ん
じ
、
育
児
や
介
護
な
ど
に
時
間
が
使
え
る
よ
う
、
１
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
を
認
め
る
と
い
っ
た
、
ユ
ニ
ー

ク
な
福
利
厚
生
制
度
も
敷
い
て
い
る
。
し
か
し
、
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
持
つ
企
業
で
働
い
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
「
誇

り
」
こ
そ
が
、
従
業
員
に
と
っ
て
は
最
大
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
レ
ー
ザ
加
工
シ
ス
テ
ム
で
国
際
的
な
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
片
岡
会
長
に
よ
る
と
「
発

振
器
、
光
学
シ
ス
テ
ム
、
機
械
技
術
、
制
御
技
術
、
加
工
技
術
の
５
大
要
素
を
す
べ
て
自
社
で
保
有
し
て
お
り
、
ト
ー
タ
ル
で
シ
ス

テ
ム
を
提
供
で
き
る
の
が
他
に
は
な
い
最
大
の
強
み
」。
ど
ん
な
注
文
に
も
迅
速
に
対
応
し
、
高
品
質
の
シ
ス
テ
ム
が
届
け
ら
れ
る

た
め
、
顧
客
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

レ
ー
ザ
加
工
シ
ス
テ
ム
の
心
臓
部
で
あ
る
発
振
器
か
ら
始
ま
り
、
す
べ
て
の
要
素
を
次
々
に
自
前
で
開
発
し
て
い
け
た
の
は
、
大

学
と
の
連
携
の
成
果
と
い
う
面
が
大
き
い
。
京
都
に
は
優
れ
た
シ
ー
ズ
を
持
つ
有
力
な
大
学
が
集
積
し
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ

チ
ト
ッ
プ
企
業
が
多
く
生
ま
れ
た
の
も
、
産
学
連
携
の
厚
み
が
背
景
に
あ
る
が
、
同
社
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
た
だ
、
同
社
の
場

合
は
、
京
都
に
限
ら
ず
、
各
地
の
力
の
あ
る
大
学
に
多
く
の
技
術
者
を
社
費
で
行
か
せ
、
技
術
開
発
力
を
磨
い
て
も
ら
っ
た
結
果
、

力
の
あ
る
人
材
が
育
っ
て
き
た
と
い
う
。

新
本
社
棟
・
新
工
場
棟
を
建
設
へ

当
然
、「
世
の
中
に
な
い
も
の
を
つ
く
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
る
。
し
か
し
、
片
岡
会
長
は
「
失
敗
は
し
た

こ
と
が
な
い
」
と
言
う
。
途
中
で
あ
き
ら
め
れ
ば
失
敗
だ
が
、
行
き
詰
ま
る
た
び
に
改
良
を
重
ね
、
テ
ス
ト
を
重
ね
て
、
開
発
を
完

成
さ
せ
る
ま
で
持
っ
て
い
く
か
ら
失
敗
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
社
は
テ
ス
ト
加
工
用
の
レ
ー
ザ
発
振
器
を
30
台
保
有
し
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